放射線照射後のGlioblastoma stem-like cellはPTEN発現が弱まり　 miR-17-5p、-19a-3p、-19b-3p、-21-5p、-130b-3p、-221-3p、 -222-3pが高発現する by 徳留 卓俊
論文内容要旨（甲） 
 
論文題名 Reduced PTEN expression and overexpression of miR-17-5p、 
 -19a-3p、 -19b-3p、 -21-5p、 -130b-3p、 -221-3p、 and -222-3p by 
 glioblastoma stem-like cells after irradiation  
（放射線照射後の Glioblastoma stem-like cellは PTEN発現が弱まり   
miR-17-5p、 -19a-3p、 -19b-3p、 -21-5p、 -130b-3p、 -221-3p、  
-222-3p が高発現する) 
 
掲載雑誌名： Oncology Letters              2015 年掲載予定 
 









を有する mRNAに結合しタンパク質発現を阻害する働きを持つ RNA で、細胞の発
生、分化、増殖、癌化などの細胞機能の根幹に深く関与すると報告されている。
また GBMの遺伝子異常として PTEN(phosphatase and tensin homolog deleted on 
chromosome 10)の変異が報告されているが、GSCにおける遺伝子異常の報告は少




トーシスに導く PTEN ターゲットの miRNAを明らかにすることを目的とした。 
ヒト由来 GBM 細胞株 A172 細胞を用いて 60Gy まで放射線照射したあと GSC を
抽出し miRNA 発現を比較検討した。また未照射細胞と 60Gy 照射後細胞の PTEN
発現をそれぞれ免疫染色で確認した。 
結果は未照射細胞と比較して 60Gy 照射後細胞の GSC では PTEN をターゲット
とする miR-17-5p、-19a-3p、-19b-3p、-21-5p、-130b-3p、-221-3p、-222-3p
が有意に高く発現した。また、免疫染色による PTEN発現は未照射細胞よりも60Gy
照射後細胞で発現低下した。以上より本研究から、放射線照射後の GSC は PTEN
ターゲットの miRNAが高発現することで PTEN発現が阻害されることが明らかと
なった。 
今後、放射線抵抗性を得た GSCをアポトーシスに導く治療方法として PTENタ
ンパク質をターゲットすることで治療応用できる可能性が示唆された。 
